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普通教科 ｢情報｣における情報倫理教育の位置づけ (第3報)
一高校普通教科 ｢情報｣教科書分析を通して一
三宅 元子 (岡山大学大学院教育学研究科) 山口有美 (和歌山大学経済学部) 山口晴久 (岡山大学教育学部)
本研究は,高等学校に新たに平成 15年度から必履修修教科として設置される教科 ｢情報｣の指導に
おいて重要な意味を持つ情報倫理教育のあり方を探る基礎的な研究として,第 1報,第2報で論じた中
学生 ･高校生 ･大学生-の情報倫理意織の実態調査と教育の実態の比較を行うため,現在発行されてい
る全ての ｢情報｣教科書の教育内容の比較を通して,学習者の意識と教科書における情報教育内容の特
質を吟味しその内容特性について考察した｡全ての教科書の記述内容の質的分析結果を横断的に比較整
理し,その記述内容の特徴を論考した｡そして高校生-の調査との比較において教科書の実感分析をふ
まえた高等学校の普通教科 ｢情報｣における情報倫理教育の方向性について提言した｡
キーワー ド: 普通教科 ｢情報｣,情報教育,高校生,大学生,教科書
Ⅰ.はじめに
前稿 (第1報) (第2報)では,中学 ･高校 ･大
学生(1080人)-のアンケー ト調査を通して,普通教
科 ｢情報｣における生徒の意識から見た情報倫理教
育の位置づけについて考察した｡その因子分析結果
より,生徒の意識の中には①(著作権 ･知的所有権な
どの)知的財産権の保護,②プライバシーの尊亀 ③
コンヒ■ユータネットワークの知織,④知的好奇心の相反性の4つ
の国子が潜んでいる 1)2)ことがわかった｡中でも④
知的好奇心の相反性は①から③までとクラスターが
最後まで形成されなかった｡このことから④知的好
奇心の相反性すなわち知的好奇心により情報倫理知
識を悪用してみたいといういたずら心から,情報機
器の活用による情報社会-不用意なアクセスが,千
供達自身が人権侵害の加害者や被害者になる可能性
がある事など,子供たちの学習や生活に重大な影響
を与える事がわかった｡すなわち情報倫理教育の指
導内容を含めて指導内容の質的構成が指導効果に影
響を与えるという点で,教科書などの教材での指導
内容をどう構成するかが今後の指導の鍵になるとい
える｡
そこで本稿では,アンケート調査の意識の分析を
ふまえ,平成 15年度から使用される普通教科｢情報｣'
の教科書内容の構造的分析を行い,学習指導要領の
内容との網羅的比較を行いその質的特性について論
考することで現在に教科書と授業における教授内容
のあり方を検討する｡
Ⅱ.普通教科 ｢情報｣教科霊の分析 ･検討
2-1 普通科目 ｢情報AJ ｢情報B｣ ｢情報C｣教
科書の分析
現在出版されている ｢情報｣の文部科学省検定済
教科書は,13社 31冊, ｢情報A｣13冊, ｢情報B｣
9冊, ｢情報C｣9冊である｡
｢情報A｣ ｢情報BJ ｢情報C｣の性格の違いは,
｢情報A｣ではコンピュータや情報通信ネットワー
クなどの情報機器を活用する実習を総授業時数の1
/2以上取り入れ,基本的な技能の育成を図り,｢情
報活用の実践力｣を高める｡ ｢情報B｣ではコンピ
ュータの仕組みやコンピュータを活用した問題解決
の学習を通して ｢情報の科学的な理解｣を深めてい
く｡ ｢情報C｣では情報の表現方法やコミュニケー
ションについての学習,実際の調査活動,情報社会
の理解を通して,情報活用の実践力を高めるととも
に ｢情報社会に参画する態度｣の育成を重視すると
ある3)｡しかし, ｢情報｣は新教科であり ｢幅が広
くて●とらえどころのない ｢情報｣を扱う上に,初め
て作る教科書でもあり,その内容は例を見ないほど
まちまちだ｡｣(YOMm IONLINE,2002)といわれ
ている｡特に新教科であることを考えると,教師に
とっても,生徒にとっても,何をどのように学ぶの
かが具体化されている教科書の果たす役割は大き
い｡そこで ｢情報A｣ ｢情報B｣ ｢情報C｣の全教
科書 31冊を入手しこれらの記述内容について学習
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指導要領の項目に沿って分類し傾向を調べた｡ ｢情
報A｣は3傾向に分かれ,① ｢情報を活用するため
の工夫と情報機器 (文書作成〃ト表計算等)の活用
方法｣に重点をおいた教科書,② ｢情報機器を使っ
た総合的な実習｣に重点をおいた教科書,③ ｢情報
とは何か｣の原理的部分を重視している｡｢情報B｣
はほとんど学習指導要領の項目に沿って立てられ,
実習を中心とした ｢問題のモデル化とコンヒュづを活用し
た解決｣での ｢問題のモデル化とコンピュータを活
用した解決｣, ｢情報の蓄積 ･管理とデ ターへ中一スの活
用｣に重点が置かれている｡そのためいずれの教科
書も目立った差異はみられなかった｡ ｢情報B｣は
コンピュータに興味 ･関心を持つ生徒が履修するこ～
とを想定している4)ため,おもに専門学科の生徒が
履修すると思われるので選択人数が少ないこと,さ
らに普通教科 ｢情報｣を履修後に専門教科 丁情報｣
を履修するためではないかと思われる｡これは平成
15年度より普通教科 ｢情報｣を履修する岡山県の県
立高等学校の教科書選定数を見ても 45校中 ｢情報
A｣39校, ｢情報B｣2校 ｢情報C｣4校であると
いうことからもわかる (岡山県教育委員会調べ)0
｢情報C｣は① ｢情報通信ネットワークとコミュニ
ケーション｣の項目で, ｢情報通信ネットワークの
利用方法と電子メールの送受信｣について重点を置
いた教科書,② ｢情報の収集 ･発信と個人の責任の
項目｣で ｢Webページの利用や作成｣に重点をおい
た教科書の2つに大きく分かれた｡しかるにこれは
指導要領の記述を基準とした考案であり,実態とし
て生徒に身につけさせるべき具体的能力 (スキル)
としての指導目標を基準とした教科書の内容分析と
は言えない｡この点について永野ら5
)の ｢火曜会の会｣は ｢情報教育の目標リス ト｣ 6)
を作成し先進的な研究を行っている｡そこで筆者ら
はこの ｢生徒に身につけさせるべき具体的能力 (ス
キル)としての指導目標｣を新たに作成しこれを基
準として,さらに教科書の内容を細分化し,情報数
育の目標にどの程度到達しているか分析した｡
具体的な指導目標については永野の ｢情報教育の
目標リスト｣では項目が細分化されすぎており結果
的に多数の内容の重複があることからこれを精選
し,必要十分なグレインサイズの指導目標に編成し
直すため ｢情報教育の日額リスト｣ (永野)のレベ
ル3以上 (小学校高学年,中学校以上)の項目をベ
ースに,学習指導要領と照合して,高校生の目標レ
ベルとして適切と思われる 33の具体的指導目標を
作成した (表1｢高等学校普通教科 ｢情報｣の学習
目標｣参照)0
そして表1の各指導目標をもとに ｢情報A｣ ｢情
報B｣｢情報C｣の教科書内容をさらに細かく分析
し表1の各目標に照らしてその基準にあてはまるか
を分析した｡分析における適合性の規準は,◎-十
分な到達,○-おおむね到達,△-やや不十分な到
逮, ×-不到達とした｡その分析結果を,表2 (敬
科書 ｢情報A｣の内容),表3 (教科書 ｢情報B｣
の内容),表4(教科書 ｢情報C｣の内容)に示す｡
表2の ｢情報A｣では前述の通り実習を総時間数の
1/2以上配当すること3)であるため,十分な到達は,
(1)のイでブげ ンテ-ションソフトを活用した実習 0社
(2)のイで情報通信ネットワークを活用した実習 2社
(3)のイで情報を統合的に活用した実習 10社
となり1社を除いて,いずれかに重点を置いて到達
目標を定めていた｡ (4)のイ ｢情報化の進展が生
活に及ぼす影響｣, (4)のウ ｢情報社会-の参加
と情報技術の活用｣については十分な到達は2社の
みであった｡
表 1.高等学校普通教科 ｢情報｣の学習目標
ア 1. a:表現 LEVEL3 さまざまな情報手段を活用して,効果的に表現する
悼 情報 a3-010 集めた情報を元に新しい情報を作り出すことができる
報 の表 a3-020 自分の考えを組み立てながら,その考えに必要な情報を選ぶことができる
宿 現及 a3-030 相手に効果的に伝わるように,表現方法を工夫し,順序を整えて 表すことが
用の びコミ ユ できるb:メデ ィアに LEVELS メディアを活用して情報を交流する
実 ニケ よるコミュニケ- b3-030 共通の話題についてメデイ7(電子メール,テレt.会議,電子掲示板)を利 用して交流
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2. C:問題の発 LEVEL3 自ら課題を見つけ見通しを持って活動することができる
課題 兄と計画 C3-OlO 課題解決に必要な情報かどうか適切に判断する
解決にお 03-030 自分の考えや活動計画の要点をわかりやすくまとめるLEVEL4 自分の学習活動を振 り返 りながら,計画.実施.評価ができる
ける情報 ¢4-010 学習活動を振 り返 り,自ら課題を見つけて計画.実施.評価ができるd:情報の収 LEVELS 課題解決に必要な情報を,情報手段を活用して収集する
活用 負 d3-020 課題の問題解決に対し,情報活用の方法を考えながら,情報を収集する
a:整理.分 LEVEL4 集めた情報を情報手段を活用して整理.分析.判断する
柿.判断 e4_020 コンヒ'rgにデ ターを入力し電子情報(㍗-クへ〇一ス等)としてまとめて分析する
e4_030 分析 した情報に基づいて的確に判断する
f:活用.発信 LEVELS 伝えたいことを明確にして,相手にわかりやすく伝える
･伝達 f3_050 事実であるか否かを判断し情報を発信する
f3-060 メディアを使って,情報.意見を適切に伝える
LEVEL4 聞き手の立場に立ち,メディアを有効に活用し,筋道を立て伝える
f4-020 伝えたいことを明確にし,筋道を立ててわかりやすく発表(フ●L,で ンテ-i/ヨン)する
f4-030/ 聞き手の立場に立ち,推穀を繰 り返してネットワ-ク上に発信する
3. g:情報手段 LEVELS 目的に応 じて,情報手段を使い分けることができる
情報 の適切な利 g3-010 メディアにはそれぞれに長所と短所があることを知る
手段の適 用 g3-030 適切なメディアを選択して 情報発信するLEVEL4 状況に応 じて情報手段を複合的に活用する
切な g4-010 多種多様なメディアを場面に応 じて効果的に組み合せる
利用 g4-020 電子メディアを組み合わせて作品を作る
イ 4. A:情報手段 LEVELS 情報機器や情報手段の仕組みを理解する
情 情報 の仕組みを h3-010 コンヒ'ユ-クや内部の仕組みを知る
報 手段 知る h3-020 情報通信ネットワ-クの仕組みを理解する
の料 の仕組み h3ー030 情報機器の歴史的変遷を理解するi:情報手段 LEVEL4 コソヒ'ユ-Qや情報通信ネットワークの特性を理解する
学的な理 や特性の理解 の特性の理解 i4_010 コンt'ユ-タや情報通信わトワークの特性を理解する
5. j:情報処理 LEVEL4j4-010 情報処理に関する基礎的な理論と方法を理解する
解 情報 に関する基 モデル化やシユミt,-シヲンの考え方を理解する
処理 礎的な理論 情報処理(㍗-タへ中一ス)の概念を理解する
や情報技節.人 と方牡 j4-0203 情報処理システムの仕組みを理論的に知るk:情報技術 LEVEL4 情報を表現するための技法を知る
間の に関する理 k4-010 情報通信と計測 .制御の仕組みを知る
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する 1:人間の情 LEVEL4 人間の情報認識に関する理論と方法を理解する
基礎的な理論と方法 報認識に関する理論と方法 14-010 人間の知覚,記憶,思考についての特性を知る
ウ 6. m:情報に対 LEVEL4 情報と主体的にかかわり情報を批判的に活用できる
悼 情報 する態度 m4-020 課題について調べた情報を根拠にして討論を行う
報 に対 m4-080 自分や他者が発信した情報や意見の真偽や適切さについて批判的に判断し改
社A;に する態度 善できる7. n:情報モラル LEVEL3 情報モラルの大切さを受け止め,主体的に行動できる
参画 情報モラル n3-010 ネットワークを利用する場合のルールやマナーを身につけるLEVEL4 関連する社会的なルールやマナーを理解した行動をと ことができる
す n4-010 知的所有権を理解して情報収集をする
表 中の LEVEL及 び 記 号番 号 は永 野 らの ｢情報教育の目標 リス ト｣を参考としている｡
表3 ｢情報B｣では (3)のア,イに重点を置いて
いるものが6社あった｡ここでの ｢実習は生徒の実
態に応じア,イのいずれかを選択して扱うことがで
きる｡全体の指導計画の中で内容の (3)に配当時
間が偏らないように配慮する7)｣とあるが半数以上
が実習中心の内容構成の教科書であることがわか
る｡ (4)のィ,クに関しては ｢やや到達｣の教科
書がほとんどで ｢十分な到達｣は見られなかった｡
表4の ｢情報C｣においては (1)のウ ｢情報機器
を活用した表現方法｣が3社, (3)のイ ｢情報通
信ネットワークを活用した情報の収集 ･発信｣が4
社 ｢十分な到達｣であった｡残り2社は,両方とも
｢おおむね到達｣であった｡ (4)のイ ｢情報化が
社会に及ぼす影響｣では ｢十分な到達｣はわずかに
1社のみであった｡
表4 ｢情報C｣では情報の収集 ･発信と個人の責任｣
に重点があるがこのうちア ｢情報の公開 ･保護と個
人の責任｣に特に重点のある教科書が2社,イ情報
通信ネットワークを活用した情報の収集 ･発信｣に
特に重点のある教科書が3社ある｡しかし,全体に,
(4)のア ｢社会で利用されている情報システム｣
についての記述が少ない教科書が多い｡これは情報
倫理教育の立場からは,社会の情報システムの実情
について生徒に意識させることが,情報倫理の理解
を間接的に促進するのに必要であるという点で問題
であると考えられる｡以上のように,我々の作成し
た,高等学校普通教科 ｢情報｣の学習目標を横糸に､
各教科書の内容を縦糸にした網羅的サーベイを行
い,その結果から教科書の内容から見た現在の教育
内容の全体像を比較することができた｡
以上のことから,平成 15年度使用 ｢情報A｣｢情
報BJ ｢情報C｣の教科書について以下のことが言
える｡
① ｢情報A｣｢情報B｣｢情報C｣いずれも ｢情
報活用の実践力｣実習内容や方法に重点を置いた教
科書が多い｡
② ｢情報A｣｢情報C｣についてはどの項目内容
の実習に重点を置くかで重み付けをしている｡
③ ｢情報社会に参画する態度｣である情報化 (情
報技術)が社会に及ぼす影響,すなわち ｢情報倫理｣
に関する項目に重点を置いている教科書はほとんど
見られない｡さらに③については各教科書の ｢情報
倫理｣に関連する紙面はどの程度の割合で割かれて
いるか調べたところ表5の通りとなった｡祇面にお
けるページ数を見ても ｢情報倫理｣に関する取り扱
いは少ないことがわかる｡
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表2.教科書 ｢情報A｣の内容
内容の項目 番号 A B C D E F G H Ⅰ ∫ K L M
(1)悼 ア問題解決 a3-010 ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
報を括 の工夫 a3-020 ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
用する 63-010 △ △′△ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △
ための工夫と C4-010 △ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △イ情報伝達 a3 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報機 の工夫 C3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
器 i4-010 ○ ○′○ ○ .○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎○
14-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
(2)悼 ア情報の検 d3-020 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎○ ○ ○ ○ ○
報の収 索と収集 j4-010､ × × × × × × × × × × × × ×
集 .発信と情 j4-020 △ △ △ △. △ △ △ △ △ △ ○ △ ◎イ情報の発 b3 3 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
報機器 倍と共有に e4-020 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
の活用 適した情報 e4-030 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
の表し方 g3-030 ◎○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
k4-010 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
ウ情報の収 n3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
負 .発信に n4-010 ○ ○ ○ ○ .○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
おける問題点 n4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ◎ △
(3)悼 アコンヒ●ユータ g3-010 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ×
報の統 による情報 g4-010 ○ ◎ ◎◎ ◎○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎◎
合的な処理と の釈合 g4-020 ○ ◎ ◎ ◎◎○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎イ情報の統 f3 5 ◎ ◎ ◎
コンヒ■ユー 合的な処理 f3-060 ◎ ◎ ◎◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎○ ◎ ◎◎
タの活 f4_020 ◎◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎◎ ◎
用 f4-030 ◎ ◎ ◎ ◎◎ ○ ◎○ ◎○ ◎ ◎◎
k4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
j4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4)情 ア情報機器 h3-010 △ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
報機器 の発達とそ h3-020 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
の発達 のしくみイ情報化の進展が生活に及ぶ影響ウ 社会-の参加と情報技術活用 h3_030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
と生活 k4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎-十分な到達,○-おおむね到達,△-やや不十分な到達,×-不到達
｢内容の項目｣は高等学校学習指導要領解説 情報編 による
｢番号｣は情報教育の目標リスト (永野)を参考にした｡以下同様｡
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表3.教科書 ｢情報B｣の内容
内容の項目 番号 A B C D E F G H Ⅰ
(1)間 ア問題解決 b3-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △
題解決 における手 C3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
とコンヒ● 順とコンヒ●ユー g3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ユータの活用 タの活用 h3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○イコンt'ユータ g 1 ◎ ･0 △
による情報 g4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
処理の特徴 i4_010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14-010 △ △ △ ,△ △ △ △ △ △
(2)コンヒ●ユータの仕租みと働き アコンヒ●ユータにおける情報の表し方 h3-010 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イコンヒ`ユータにおける情報の処理 j4-030 ◎○ ○ ○ ◎○ ○ △ ○
ウ情報の表 a3-010 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
し方と処理 a3-020 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
手順の工夫 a3-030 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
の必要性 C3-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △
C3-030 △ △ △ △ △ △ △.△ △
C4-010 △ △ △ △ △ △ △ △ △
(3)問題のモチI)V化と アモデル化とシュミレーション j4-010 ◎ ◎◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎イ情報の蓄 d3 2 ◎
コンヒ● 積 .管理とテe4-020 ◎ ◎ ◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ユータを ○づへしスの e4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
活用し 活用 g4-020 × × × × × × × × ×
た解決 j4-020 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎◎◎ ◎
(4)情 ア情報通信 h3-010 △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
報社会を支え石情報技術 と計測 .刺御の技術 k4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ情報技術における人間-の配慮 m4-080 △ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
ウ情報技術 f3-050 × × × × × × × × ×
の進展が社 f3-060 × × × × × × × × ×
会に及ぼす f4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
影響 f4-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △
m4-020 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
n3-010 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
n4-010 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
n4-020 △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○
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表4.教科書 ｢情報C｣の内容
内容の項 目 番号 A B C D E F G H ∫
(1)悼 ア情報のデ h3-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報のデイシ1タル化 イシt'タル化の仕組み h3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○情報機器 g 1 △
の種類 と特悼 k4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ情報機器 a3-010 ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
を活用 した a3-020 ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
表現方法 a3-030 ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
C4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
e4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
e4-030 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
g4-010 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○
k4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
g4-020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2)情報通信ネットワークとコミユニ ア情報通信ネットワークの仕組み h3_020 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △イ C-1 ○ ○ ○
ケ-シヨン の効率的な方法 i4-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウコミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用 b3-030 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
(3)情 ア情報の公 n3-010 ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○ △
報の収 開 .保護 と n4-010 ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○ △
集 .発信 と個 個人の責任 n4-020 ◎ ◎○ △ ○ ○ ○ ○ △イ情報通信 d3_020 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ネットワークを括 f3_5 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
人の斉 用 した情報 f3-060 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
任 の収集 .発 f4-020 ○ ○ ◎○ ○ ○ ◎ ◎ ○
信 f4-030 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎◎ ○
g3-030 ○ ○ ◎○ ○ ○ ◎ ◎ ○
g4-020 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
(4)悼 ア社会で利 14-010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △
報化の 用されてい j4-010 × × × × × × × × ×
進展 と る情報システム j4-020 △ △ △ △ △ △ △ △ △
社会-の影響 j4-030 △ △ △ △ △ △ △ △ △イ情報化が m4-020 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2_2普通教科 ｢情報｣の指導内容の検討 的に対応できる能力と態度を育てていくこと｣を日
文部省の学習指導要領によると学校教育における 指している｡図4｢情報教育の体系化のイメージ｣
情報教育の目標は ｢情報活用の実践力｣ ｢情報の科 7)では3つの観点を並列的に関連づけている｡
学的な理解｣ ｢情報社会に参画する態度｣3つの観
点を相互に関連させながら, ｢情報化の進展に主体
表5.各教科書の r,腎 晩 熟 淵 ページ数
教科書 情報A 情報B 情報C
へ●-シ○数 % ヘ●-ゾ数 % ヘ`-シ●数 %
A 8/153 5.2 3′152 2.0 7/153 4.6 /
B 6/131 4.5 6/131 4.6 6/129 4.7
C 4′122 3.2 4′115 3.5 6′121 5.0
D 4′122 3.2 4′142 2.8 9/125 7.2
E 6′97 6.2 2/133 1.5 5/109 4.6
F 4/133 3.0 4′133 3.0 5′120 4.2
G 6/121 5.0 4/120 3.3 8′120 6.6
H 6/113 5.3 5′157 3.2 10′158 6.3
Ⅰ ll/131 8.4 6′131 4.6
∫ ll/139 2.8
K 6/131 4.6
L 4′142 2.8 6′124 4.8
M 6/133 4.5
*空欄 はそ の教科書 を刊行 してい ないた め｡
情報活用の実践力 .情報の科学的な理解 .情報社会に参画する態度
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
技術 ･家席
｢情報 とコンピュータJ
図4.情報教育の体系化のイメージ 7)
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しかし,本研究の分析結果から｢情報活用の実践力｣
にほとんどの教科書が重点を置いている現状であ
る｡ ｢『情報の科学的な理解』, 『情報社会に参画
する態度』は,主に普通教科 『情報』で育成を図る
が, 『情報活用の実践力』は普通教科 『情報』だけ
ではなく他の教科を含めて育成を図らなければなら
ない｡｣8)のように r総合的な学習の時間｣や他教
科とのクロスカリキュラムの中で育成.を図る必要が
ある｡そのため,教科書に沿った指導内容では,｢情
報活用の実践力｣に偏った指導内容になってしまう
懸念がある｡また,前述のアンケー ト調査結果より,
①知織は授菓(講義)で学習して覚えるのではなく,
むしろ個人の興味･関心が用語の知織に関係が深い｡
②情報倫理は授業 (講義)受課の有無に影響される｡
③ ｢情報｣に関する不十分な く偏った)知識により,
知的好奇心の ｢悪用｣に対し興味を覚える｡④知的
所有権に関して問題意識の高い人ほど知識もあり倫
理観も高い,ことがわかっている｡これらの実態を
考えれば,普通教科 ｢情報｣の指導では ｢情報活用
の実践力｣｢情報の科学的理解｣｢情報社会に参画
する態度｣の3つの学習目標を並列的に関連づける
より,これらの最上位の学習目標を ｢情報社会に参
画する態度｣に置き, ｢情報の科学的理解｣｢情報
社会に参画する態度｣の学習を高めていくことで,
情報倫理観が生まれ育つ｡つまり,情報倫理観を学
習の ｢核｣として,上位概念である ｢情報社会に参
画する態度｣を身につけさせることが学習指導のあ
り方ではないかと考える｡そしてこれら3つの目標
の中心には常に r情報倫理｣に対する問題舌鼓があ
る｡そこで,図5.のように情報教育の学習目標を
位置づけ,指導する必要があると考える｡3つの観
点の中心には常に情報倫理の意識があり∴正しい情
報倫理観を身につけることで情報活用の実践力が身
に付き,情報の科学的理解力が増し,最終的に適切
な情報社会に参画する態度が身に付けさせることが
情報教育のスキームと言える｡
情報社会に参画する態度
2-ウ情報の収集 ･発信における問題点(A)
4_イ梓鞍化の進展が生骨に及ぼす影響(A)
4_ク情報社会への参加 と情報技術の活用(A)
4-イ情報技術における人間-の配慮(a)
4-ク伴鞍技術の進展が社会に及ぼす影響(a)
3･ア付鞍の公開 .保岸と個人の責任(C)
4_イ情報化が社会に及ぼす影響(C)
･ウコミュニケーションにおける
併殺通信ネットワークの活用(C)
I書報の発信と共有に遺
した情鞍の表 し方 (A)
1_ク情報梯譜を活用 した表現方払 (C)
2_アコンピュータにおける情報の表 し方(B)
21イコンピュータにおけ､る情報の処理(a)
2･ク情報の表 し方と処理手順の工夫の
必要性(a)
･21イ情報通借の効率的な方法(C)
情報通信ネ ッ トワークを清
した情穀の収集 ･発情 (C)
ア社会で利用されている
情報システム(C)
I.ア間等解決の工夫 (A)
3イ 情報の競合的
な処理(A)
清和倫理
3_アコンヒ●ユータによる情報の競合(A)
I.ア間宮解決における手順と
コンピュータの活用(B)
I.イ情報伝達の工夫(A)
2.7情報の検索と収集(A)
3.イ情報の曹横 ･管理と
とテ`一夕へ●-スの活用(a)
3･7モチ■ル化とシュミt,-
情報活用の実践力
4-7特報通信と計測 ･制御の技術(B)
2.ア情報通信ネットワークの仕組み(C)
2_ア情報のディジタル化のしくみ(A)
I-イ噂租機器の種類と特性(C)
4_ア情報機器の発達とその仕組み(A)
I.イコシビュータに上る情報処理の
特徴 (a)
情報の科学的理解
X･項目番号は学習指導貢額の分類による
図5.｢情報｣教育の観点の位置づけ
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Ⅳ.まとめ
本研究で得られた結果を要約すると以下のよう
になる｡
(1)高等学校情報教科書の分析より実習 (情報
活用の実践力)に重点を置いている教科書が多い
(2)いずれの教科書も情報倫理についての記述
へ●-シ1は少ない
(3)能力レベルで考えた具体的な情報教育の目
壕を整理し, ｢高等学校普通教科 ｢情報｣の学習
目.標｣として提起した｡そしてそれらと全ての教
科書を網羅的にサーベイした結果,学習目標を十
分に達成できていないと考えられる教科書もあ
ることがわかった｡
これらのことから普通教科 ｢情報｣では,教師側
は常に生徒の問題意識を高める授業 (講義)を工
夫しなければならない｡教師側の間題意鼓を高め
ることによって,生徒に適正な情報倫理感覚を育
てることができ,情報倫理を ｢核｣として情報活
用の実践力や情報の科学的理解を高める事につ
ながる｡今後は,情報倫理観を培 うためのCA I
教材を開発し,生徒の情報倫理観を高め定着させ
ていくことを今後の課題としたい｡また,その学
習評価についてはまだ確立されていないので情
報倫理観 と評価に関する研究を引き続き行いた
い｡
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